
2022.10.6（木）第2466回例会 SAA 大垣 隆志 会員

【会務報告】 鷲尾広也 幹事

【 ゲスト 】 第2520地区 第7分区ガバナー補佐 亀田 治様

国際ロータリー日本事務局様より 地域社会の経済月間・ End Polio Now リソースのご案内

D.2520ガバナー事務所様より ・2022-23年度 青少年交換（長期・短期）選考試験のご案内
・2022-23年度 END POLIO NOW Tシャツ購入のご案内
・ポリオデー奉仕活動記録のお願い

会報拝受：仙台北・仙台レインボーRC様

第2520地区ガバナーエレクト事務所様より ・ガバナーエレクト事務所開設のご案内
・次年度クラブ情報登録のお願い

ロータリー米山記念奨学会様より ・2021年度事業報告書・2021年度決算報告
・クラブ米山記念奨学会委員長の手引き
・2022-23豆辞典（皆様のメールBOXに配布しております）
・事業創設70周年記念 ネクタイ・スカーフのご案内

仙台東ロータリークラブ様より 在仙11RC合同幹事会開催のご案内拝受

ガバナー補佐来訪クラブ協議会

D.2520 第7分区 亀田 治ガバナー補佐来訪 クラブ協議会

皆様に多大なるご支援いただきました。ガバナー補佐の亀田さまにもお味噌を沢山だしていただきました。
バザーの売上６４万。今年は募金箱を設け、募金とバザーの合計が70万でした。昨年は40万を超え喜んでおり
ましたが、今年は更にたくさんのご協力を頂くことができました。皆様のご協力有難うございました。

～来年もどうぞ宜しくお願います～

いのでんマルシェご協力ありがとうございました

私は1960年生まれ（昭和35）同じ年では、村井宮城県知事、小野寺五典
さん。そして菅原裕典さん。
高度経済成長の頃に生まれ、学生の時にバブルを経験しました。

商売は、味噌醤油醸造業。もともとは江戸時代の中期に、現在の登米市の
東和町錦織より出で文政年間に仙台城下新伝馬町に乾物商を始めたのが初代
と伝えられています。文久元年（1861年）仙台の御譜代町と呼ばれる職人
町「立町」で創業した味噌屋で、法人にしたのは大正10年です。

仙台城に一番近い味噌屋で、見上げれば青葉城という場所で本番仙台みそを造っております。ちょうど
この間101期目の決算が終わったところで、102期目を迎えます。

仙台青葉RC所属：合資会社 亀兵商店（代表社員）

菅原裕典パストガバナーが後援会会長を務める社会福祉法人いのちの電話様が藤崎サンモール一番町にて
チャリティーイベント「いのでんマルシェ」を開催、当クラブからもお手伝いをさせていただきました。

10/2（日）１０時～午後２時 藤崎前

（仙台青葉RC）



亀田 治ガバナー補佐 お身体に気を付けていただき一年間宜しくお願い致します。
小池康浩会長 亀田ガバナー補佐 本日はお忙しいところ有難うおございました
斎藤正人会員 先日25日のロータリーデーへのご参加有難うございました。

23日のポリオデーも宜しくお願い致します。
鎌田善幸会員 亀田ガバナー補佐 ようこそ仙台泉ロータリークラブへ
以下同意文にて 市川・梅津・及川・大垣・加藤・鎌田（一）・鎌田（善）・工藤・菊地・斎藤（正）・沢崎・菅原・

鷲見・照井健悦・時・中嶋・永井・堀越・三浦一・嶺岸・本木・鷲尾（広）各会員
今回30,000円 今年度累計417,000円

５分間スピーチ 鎌田一夫 会員

亀田ガバナー補佐 本日は有難うございました。私は半世紀仙台泉ロータリーク
ラブに在籍しております。ロータリーは様々な行事に参加する事に意義があると思
う。皆様これからも宜しくお願い致します。

【寄付金積立】 米山記念奨学会特別寄付 12名より 21,000円

ロータリー財団寄付積立 13名より 23,000円

先程、17時より仙台泉ロータリークラブさんのクラブ協議会に参加させていただき、また、事前に活
動計画書をいただき読ませていただきました。小池康浩会長のスローガン「多様な仲間、多彩な奉仕」
そして、2520地区ガバナーの「もっと育てよう！奉仕と友情」RI会長は「イマジンロータリー」と、
各スローガンが一致しております。
「イマジン」我々が社会にどういう働きかけをし、どういう社会を造って、素晴らしい社会ができる事を
イメージしましょう。
仙台泉ロータリークラブさんの4つの重点目標をお聞きしました。一つ目の「会員相互の理解を深め、

結束を高める」これは本当にクラブの基礎を造るものと思いました。二つ目に「会員増強」これは世界の
ロータリー全てのクラブの課題と思っています。数、会員数が力とは言いません。クオリティ・質を求め
ようという事もあります。しかし数がなければ何もできないのも確かです。この時代に奉仕活動しましう
とお声がけをしても、入っていただくのは非常に難しく、会員拡大は重要な問題です。三つ目に「会員一
人一人がやりがいを高める」これは、この会を通じどのように自己実現ができるか。どういう利を求める
か？。お金の問題もありますが、どうやって会の中で自己実現をし、社会に働きかけていけるかというの
も非常に重要で、それが一人一人の力になり社会が向上していけるのではと思います。
4つ目の「ローターアクトクラブの育成」仙台泉ロータリークラブさんは50周年記念式典のさいに、ロー
ターアクトクラブを発足し非常に感服いたしました。
仙台泉ロータリークラブの皆様、今年度一年間どうぞ宜しくお願いいたします。

ニコニコボックス

https://convention.rotary.org/ja/melbourne

2022年ロータリー国際大会で新たな視野を見つけ
新しいアイデアにインスピレーションを受けた参加者
たちは、オーストラリア第二の都市、メルボルンで開
かれる大会に目を向けて始めています。2023年国際
大会は、来年5月27日～31日に開催されます。
芸術、スポーツ、グルメのメッカ、メルボルンでは

「イマジンネクスト」（次を想像しよう）を合言葉
に、ロータリーの未来の可能性を共に探ります。

「多様性、公平さ、インクルージョン（DEI）」へのロー
タリーのコミットメントにスポットライトを当て、思考を
刺激する数々の講演と情報豊かな分科会が予定されていま
す。ホスト組織委員会も、スポーツ、文化的多様性、グル
メなレストラン、ストリートアートで知られるこの街の活
気を参加者に感じてもらえるようなさまざまな企画を立て
ています。

12月15日までに登録すると、登録料の早期割引が適用
されます。詳しくは以下のURLをご参照ください。

ロータリー国際大会 メルボルン

発行日 2022.11.2 大垣隆志 会報広報委員長


